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ては､V4十が酸素を介 して 2本の 1次元鎖､または V4十のジグザグ鎖を形成 している｡
(α'-NaV205とは異なり､Vは+4価と+5価に明確に分かれていると考えられている｡)帯磁率








































































































































































構造 LnkB(K) A(K) V4+05の結合様式














は､東大物性研 後藤研究室､〃sR の測定においてはコロンビア大 植村研究室との共同研
究であります｡ここにあらためて感謝します｡また､紙面の都合上､触れることができなか
った､その他多くの共同研究者にも感謝します｡
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